
稲川支援学校進路だより 
 

 

 

 

 

 
 中学部、高等部では作業学習が本格的にスタートしました！ 

今回の進路だよりでは、今年度の中学部、高等部の作業学習班について紹介します。 
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高等部 

エコワーク班 
エコワーク班では「油すいとりパッド」や「エコポット」

を製作しています。出汁パックに規定量のシュレッダー紙

を詰めたり、新聞紙をシュレッダーに掛けたりと単調な作

業が多いですが、それに時間いっぱい取り組むことで根気

強さや集中力が身に付きます。生徒たちは、お客様に喜ん

でもらえる製品を作ること、働く力を身に付けることを意

識して作業に取り組んでいます。 

工芸班 
工芸班では、湯沢市稲川地区の伝統工芸である「川連漆

器」の技術を生かして、工芸うるしを使った塗り製品（箸

置き等）を製作しています。木地師、蒔絵師の伝統工芸士

さんに川連漆器の技法を学び、作業技術を向上できるよう

に頑張っています。お客さんに喜んでもらえる製品になる

ように、妥協をせず丁寧な作業に心掛けています。 

 

 

農耕サービス班 
農耕・サービス班では、作物を育てながら様々な道具を

上手に扱う方法を学んだり、校内外の委託作業や清掃活動

を行ったりしています。指示をよく聞き、安全、丁寧に作

業をする力を養ったり、体力や粘り強さを身に付けたりす

ることを目標に活動しています。また、作物の成長過程を

直接見ることを通して、農業のやりがいや喜びを知ること

を大切にしています。 

縫製・レザー班 
 縫製・レザー班では、様々な道具を使って、布や革を加

工し、製品づくりを進めています。扱う道具の数や作業工

程も多く、製品ごとに担当する作業内容が変わりますが、

「丁寧」「協力」を意識して、みんなで一つの製品を作り上

げています。また、小学部で育てたマリーゴールドや遠藤

ぶどう園のスチューベンを使った染色作業を通して、他学

部や地域との交流も深めています。 

 



 

中学部 

手工芸班 
手工芸班では、クラフトバンドを使ったコースターやか

ごを制作しています。バンド切り、バンド貼り、へり貼り、

ニス塗りなどの工程を分担して協力して作業します。色合

いを工夫したり、隙間なくバンドを貼ったりなど、製品を

手に取ってくださる方々に、「きれいな仕上がりだな」と感

じていただけるよう、丁寧な作業を心掛けています。 

 

陶芸班 
陶芸班では、お皿やカップなどを製作しています。粘土

のばし、成型、鋳込みなどたくさんの工程がありますが、

生徒が自分の得意なことを生かして役割を分担し、協力す

ることで製品が出来上がります。今成形しているものが焼

き上がり、製品として完成する日を楽しみに日々の作業に

取り組んでいます。 

リサイクル班 
アルミ缶のリサイクル活動と、古紙のシュレッダーダス

トを使った小物入れの製作をしています。どちらの作業も、

機械を扱う様々な工程があるので、安全に約束を守って作

業することを大切にしています。小物入れの製作は、アン

テナショップでお客様に手に取ってもらえることを楽しみ

に、心を込めて取り組んでいます。缶の作業は、一日２４

０缶ほどリサイクルしていますので、今年度もアルミ缶の

回収にご協力いただけますようよろしくお願いします。 

◎令和 8年度湯沢雄勝地域障害福祉サービス事業所合同説明会について 

   

○ 日 時：令和 8年 6月 2日（火） １５：３０～ 

 ○ 場 所：稲川支援学校体育館 

 ○ 参加者：ハローワーク湯沢、湯沢市基幹相談支援センター 

障害者就業・生活支援センターぱあとなあ、やまばと園、愛光園、、ぱあとなあ 

かざぐるま、松風、ひばり野園、皆瀬更生園、ワークセンターゆざわ、すみれ 

羽後のうさん、ひだまり、偕行塾、みらいの家、ばっけ、HERT FULL、ポリッシュ 

あきたアグリネット、笑羽グループホーム、いなり福祉会 

 

湯沢雄勝地域にある障害福祉サービス事業所について知り、児童生徒の福祉サービス利用や将来

の進路選択に向けて、貴重な情報を直接参加事業所様から聞くことのできる機会となります。ぜひ、

ご参加いただきますようお願いいたします。 


